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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

２． 河川整備計画の目標に関する事項 

２．１ 計画対象期間、計画の対象河川 

本河川整備計画の対象期間は概ね 20 年間とします。 

また、対象とする河川は、琵琶湖を含む圏域の全ての一級河川（41 河川）とします。そ

のうち犬上川、芹川、矢倉川、不飲川、野瀬川、平田川の６河川は計画的に河川の整備を

図る区間として、“整備実施区間”、“整備時期検討区間”を設定し、整備を推進します。 

なお、これらの区間は、優先的に整備する河川のランク付け（滋賀県中長期整備実施河

川の検討）の結果を踏まえて設定しています。 

 
 ・整備実施区間  ：整備計画期間中に整備を実施する区間 
 ・整備時期検討区間：整備の実施時期を検討する区間 
  

   「滋賀県中長期整備実施河川の検討」における河川のランク分け 
河川ランク 河川名 

Ａランク河川 犬上川、芹川、矢倉川、不飲川、野瀬川、平田川 

    A ランク河川：緊急性の観点から整備実施を必要とする河川 
 
琵琶湖の湖辺において砂浜の復元や保全などの環境整備事業についても実施します。こ

れら事業の計画および実施にあたっては関係部局と連携し、より効率的・効果的な整備を

行うものとします。 

なお、本整備計画は、令和 5 年度の社会状況、自然環境および河道状況などを踏まえ

策定したものであり、今後、これらの状況の変化や新たな知見・技術の進歩などにより

適宜見直しを行うものとします。 

 

 
滋賀県では、河川の大きさ、想定氾濫区域内の人口や面積、資産といった指標を総合的に判断して、洪水防御の長期的な河川の整備目標を

定めています。 
これまでも、県は、河川の整備を進めてきましたが、依然として県内の多くの河川の治水安全度は、低い状況にあります。長期的な河川の整備

目標を達成するためには、相当の時間と事業費を要します。 
このため、県土全体の治水安全度の均衡に配慮しつつ、効率的・効果的に事業効果を発現させるため、河川の整備は段階的に整備することと

しています。 
具体的には、下表のとおり、河川ごとに「長期的な河川の整備目標」を定めるとともに、「当面の整備目標」を定めています。 
本河川整備計画では、当面の整備目標の達成に向けた具体的な整備内容を記載しています。 

 
滋賀県中長期整備実施河川の検討から抜粋（平成 20 年 10 月） 

【A ランク河川】 

 
※１ 実施済み区間から離れた上流の南青柳橋上流左岸を想定した整備延長の目安としています。 

整備実施区間延長の 2.3ｋｍについては、実施済み区間上流と南青柳橋下流までの区間において、川の属性を考慮し改良などを行う可能性があることか

ら、途中区間をあわせた延長としています。 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 
２．２ 計画の目標 

２.２.１ 洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

本計画における河川整備の目標は、流域面積 50km2以上の河川は戦後最大相当の洪水を、50km2 未満

の河川は 10年に 1回程度の降雨により予想される洪水を安全に流下させることを目指しますが、財政

状況や様々な社会状況・自然環境などを考慮して目標規模を設定します。 

整備は過去の洪水被害の状況や頻度、万一はん濫した場合の被害の大きさや改修後の社会基盤の整

備や生活環境の変化などにより、求められる治水安全度などを総合的に考え合わせ、緊急度の高い河川

を対象として、本川と支川の上下流バランスを考慮の上、計画的に進めていきます。  

近年、全国各地で大雨による災害が激甚化・頻発化しており、今後も気候変動の影響により降水量が

増大することが懸念されています。このような状況を踏まえ、国土交通省では平成 30年 4 月に有識者

からなる「気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会」を設置し、令和元年 10月には提言が公表

されました。また、令和 2 年 7月には、国の社会資本整備審議会において「気候変動を踏まえた水災害

対策のあり方について」の答申がなされ、気候変動による降雨量の増加を考慮した目標に見直すことや

流域治水への転換が示されました。本県では、これらの提言や答申などを踏まえ、令和 4 年 10 月に「県

管理河川における気候変動を踏まえた治水計画のあり方」を取りまとめました。本計画における河川整

備の目標については、この方針に従うこととします。 

超過洪水に対しては、人命被害の回避を第一の目標とし、滋賀県流域治水基本方針や滋賀県流域治水

の推進に関する条例※4等との整合を図りながら、避難対策の充実や安全な住まい方への誘導など、氾

濫原での被害を最小化するための「しがの流域治水」を関係機関と連携して計画的に取り組んでいま

す。また、国においても、気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、令和 2年度に河川の流域の

あらゆる関係者が協働して流域全体で行う治水対策である「流域治水」へ転換し、集水域と河川区域、

氾濫域を含めて一つの流域と捉え、地域の特性に応じハード・ソフト一体で多層的に治水を進めること

としております。整備の途上段階や河川整備計画の目標が達成された場合においても、気候変動による

水災害の激甚化・頻発化によって計画規模を上回る洪水が発生するおそれがあるため、流域における雨

水貯留対策の強化や水防災に対応したまちづくりとの連携など、国の流域治水の制度も活用すること

で、「しがの流域治水」をより一層推進していきます。 

 
※4 滋賀県流域治水基本方針（平成 24 年 3 月策定）、滋賀県流域治水の推進に関する条例（平成 26 年 3 月公布） 

流域治水とは、①どのような洪水にあっても人命が失われることを避け（最優先）、②生活再建が困難となる被害

を避けることを目的として、自助・共助・公助が一体となって、川の中の対策に加えて川の外の対策を、総合的に進

めていく治水のことです。（流域治水基本方針 P.1 より引用） 

 
 

 
①滋賀県降雨強度式により

外力を設定している河川 

②当該流域の降雨特性を考慮して外力を設定している河川 

気 候 変 動

を踏まえた

治 水 計 画

見直しの考

え方 

 

現行計画において、気候変動

に伴う降雨量の増分を包含し

ていることから、気候変動を

踏まえた治水計画の見直し

は行う必要はない。 

 

新規に治水計画

を立案する河川 

暫定整備完了の目途

が立っている河川 

暫定整備中の河川 

 

気候変動を踏ま

えた治水計画を

立案する。 

気候変動を踏まえた治

水計画に見直す。 

まずは、現行の河川整備計画に位

置付けているメニューの整備を加

速させ、当該河川全体の暫定整備

が完了した段階で、気候変動を踏

まえた治水計画に見直すこととす

る。ただし、気候変動を踏まえた治

水計画を検討し、その結果、できる

だけ手戻りのない整備が可能であ

れば、整備計画変更のタイミング

での計画への位置付けを考えてい

く。 

備考 

 

比較的流域面積の小さい県

内の多くの一級河川 
大戸川

※

 芹川 野洲川、日野川、余呉川、姉川・高

時川、天野川、安曇川、石田川 

 
芹川の治水対策 

芹川の治水対策は、長期的な整備目標である治水安全度１／１００を確保するために、ダム事業、堆積土砂撤

去事業および河川改修事業を一体的事業としています。これまでは、ダム事業を先行し実施してきました。 

しかし、近年の社会・経済情勢の変化をふまえ、県土全体の治水安全度の均衡に配慮しつつ効果的・効率的に

事業効果を発現させるため、県下全域の県管理 504 河川全てを対象に、各河川の河川整備の危険度、緊急性等を

整理し、本県の厳しい財政上の制約の中で、実現可能な現実的な対応策を検討しました。 

その結果、芹川における当面の治水対策は、戦後最大洪水を安全に流下させることを目標とし、堆積土砂撤去

事業を先行することとし、河口から 4km の整備実施区間の事業を完了しました。 

令和 4年 3月には、2010 年までの雨量

統計による気候変動を考慮した 1/100 確

率雨量（405mm/24hr）を算定し、気候変動

を考慮した整備目標をとりまとめ、河川

整備計画の基礎資料を作成しました。 

なお、長期的な整備目標である治水安全

度１／１００を目指す過程において、次

の段階の治水対策は、県土全体の治水安

全度の均衡に配慮しつつ、整備の目標、事

業内容を検討することとしています。 

気候変動に伴う降雨量変化を踏まえた本県の対応方針 

矢倉川、野瀬川、

平田川など 

※ 国が計画している大戸川ダムの上流区間 

出典：令和 2 年度［第 506-3 号］芹川単独河川改良設計業務委託報告書 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 
 

犬上川は、戦後の洪水で最大の流量となる平成 2 年 9 月洪水相当の降雨により予想される洪水を安

全に流下できるように整備を行います。計画高水流量は、南青柳橋地点において 1,500m3/s とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

芹川は、気候変動後（2℃上昇時）の状況においても戦後の洪水で最大の流量となる平成 2年 9月洪水

相当の降雨により予想される洪水を安全に流下できるよう、整備を行います。計画高水流量は旭橋にお

いて、670m3/s とします。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

矢倉川は、10 年に 1 回程度の降雨により予想される洪水を安全に流下できるように整備を行います。

計画高水流量は、国道橋地点において 110m3/s とします。 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

犬上川の計画流量配分図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芹川の計画流量配分図 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢倉川の計画流量配分図 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 
 

不飲川は、愛荘町川原地先から中宿地先までの 2.2km 区間で河道掘削を行い、愛知川への放水路を

設置する整備を行います。10 年に 1 回程度の降雨により予想される洪水を安全に流下できるように整

備を行います。計画高水流量は、愛知川合流点付近において 30m3/s とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野瀬川は、10年に 1 回程度の降雨により予想される洪水を安全に流下できるように整備を行います。

計画高水流量は、南川橋地点において 50m3/s とします。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不飲川の計画流量配分図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野瀬川の計画流量配分図 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

平田川は、10年に 1 回程度の降雨により予想される洪水を安全に流下できるように整備を行います。計

画高水流量は、後三条排水路合流地点において 17m3/s とします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なお、全ての河川において、橋梁や横断工作物などの重要構造物の施工にあたって、関係機関などと

協議、調整を図り、将来計画に手戻りがないよう実施します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平田川の計画流量配分図 

 
 

上段：計画高水流量（河道で負担する流量） 
下段：基本高水流量 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 
２.２.２ 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 

圏域の河川は、主に農業用水や生活用水、工業用水として広く利用されている他、生物の貴重な生息・

生育環境となっています。  

このため、将来にわたり健全な河川水の利用や生物の生息・生育環境が保全されるよう、それぞれの

河川における水管理の現状を踏まえ、利水者および地域住民の協力を得ながら引き続き適正な水管理に

努めていくとともに、河川における水管理のあり方を勘案し、課題や状況に応じて流量観測を行い、流

況の把握を図って行きます。 

また、異常渇水時や渇水が懸念される場合には、関係市町、利水関係者、河川愛護団体および漁業関

係者などと情報の共有を行い、流域における適切な水利用に向けた取り組みを推進します。 

 

 

２.２.３ 河川環境の整備と保全に関する事項 
圏域の河川は、豊かな自然に恵まれ、魚類、鳥類、昆虫類など、多くの生物の良好な生息・生育環境

が見られます。豊かな自然と共生し多様な生物が生息・生育する川をめざし、河畔林やみお筋の保全、

多様な水際線の維持・形成などにより連続した河川環境の保全、生物が生息・生育する環境の確保、健

全な水循環の確保に努めます。このことから、河川の工事に際しては河道状況や流域の特性に応じて、

自然の営力により、それぞれの川が本来有するべき河原、瀬・淵、わんど、多様な水際などの川相が形

成・維持される河道が創出できるように努めます。 

人々の暮らしにとって、水辺や河川空間は、自然に触れあえる身近な場であり、豊かな自然環境や歴

史的背景のもと、安らぎやうるおいが感じられる空間、自然体験や学習の場となるなど重要な役割を果

たしており、このような周辺環境に十分配慮した河川空間の整備・保全に努めます。 

河川環境の整備に際しては、淀川水系河川環境管理基本計画と県が進める「琵琶湖保全再生施策に関

する計画」（琵琶湖保全再生計画）との整合を図るとともに、県が学識経験者などに委嘱している生物環

境アドバイザーや地域住民などの意見・助言を得て進めます。 

なお、河川整備により旧河道が生じる場合は、地域住民との協働のもと、河川環境の整備と保全を考

慮し、その利活用を検討します。 

また、国が進める「流域治水」では、自然環境が有する多様な機能を生かすグリーンインフラを推進

することとしており、本県においても、国や他の都道府県の事例等を参考にしながら、自然環境と調和

した持続可能な滋賀県を実現するグリーンインフラについて、積極的に導入を図ります。 

 

 

出典：設計便覧（案）第２編河川編の運用事項（平成 19 年 12 月）滋賀県土木交通部 
第３編計画 第２章河道計画 1.2 淡海の川づくりのめざすべき姿（P3） 

出典：社会資本整備審議会・交通政策審議会環境部会・技術部会 
第２回グリーン社会 WG 話題提供（瀧健太郎,2021） 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 
２.２.４ 琵琶湖の整備と保全に関する事項 

滋賀県は、豊かな自然の中で、多様な生物の営みによって、四季折々に美しい固有の景観を見せる琵

琶湖をあるべき姿として位置づけ、自然的環境・景観保全対策に取り組むこととしています。  

圏域の琵琶湖岸は、季節風による波浪により砂浜が侵食されやすいことに合わせて、過去の湖護岸の

工事によって人工湖岸となっている区間がありますが、砂浜湖岸の侵食が著しい区間については、砂浜

の保全を行います。 

なお、取り組むに当たっては、湖辺域の水域と陸域との推移帯(エコトーン)が多様な生物の生息・生

育場所となっていることから連続性の確保、自然性の高い湖辺の保全、地域の歴史的・文化的環境に配

慮して、地域にふさわしい湖辺となるように、保全・再生を図ります。あわせて、琵琶湖における湖沼

環境の悪影響を軽減するための水草対策を、必要に応じて実施します。 

 

 

出典：滋賀県流域政策局 湖岸保全について 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 
２.３ 整備実施区間・整備時期検討区間 

（１）河川整備に係る整備実施区間・整備時期検討区間 

「洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項(2.2.1)」に従い、近年において家屋浸水被害が発

生した河川や想定されるはん濫原において宅地・工場など市街化が進展している河川または地域の幹川と

して重要な河川のうち、次の河川の区間を“整備実施区間”、“整備時期検討区間”とします。 
 
・ 整備実施区間は、整備計画期間中に整備を実施します。 
・ 整備時期検討区間は、整備の実施時期を検討します。 
 

整備実施区間・整備時期検討区間 

河川名 区間（起点から終点） 位置付け 延長（㎞） 

犬上川 
彦根市八坂町～彦根市宇尾町 整備実施 2.3 

彦根市宇尾町 整備時期検討 0.9 

芹川 
彦根市長曽根町（河口部）から東沼波町 整備実施* 4.0 

彦根市東沼波町から多賀町水谷 整備時期検討 7.3 

矢倉川 彦根市鳥居本町 整備実施 0.6 

不飲川 
愛荘町川原（愛知川合流部）から 
愛荘町中宿 

整備実施 2.2 

野瀬川 
彦根市大藪町から彦根市西今町 整備実施 1.6 

彦根市西今町 整備時期検討 2.2 

平田川 
彦根市平田町から彦根市東沼波町 整備実施 2.0 

彦根市東沼波町から彦根市大堀町 整備時期検討 1.1 

＊気候変動（２℃上昇時）を考慮した整備を実施。 

 
 

 

なお、局所的に流下能力が不足している箇所(河川)については、必要に応じて河積の拡大などを実施し

ます。 

また、洪水による被害の防止の観点から必要となる河川の維持管理については、圏域内のすべての一

級河川を対象に緊急性の高い箇所から順次計画的に実施します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河川名 区間（起点から終点） 
H25 計画 本計画 

位置づけ 延長（㎞） 位置づけ 延長（㎞） 

犬上川 変更無 

芹川 
彦根市長曽根町（河口部）から東沼波町 整備実施 4.0 整備実施＊ 4.0 

彦根市芹町から多賀町水谷 - - 整備時期検討 7.3 

矢倉川 
彦根市鳥居本町 整備実施 0.3 - - 

彦根市鳥居本町 整備時期検討 0.2 整備実施 0.6 

不飲川 変更無 

野瀬川 
彦根市大藪町から彦根市西今町 整備実施 1.6 変更無 

彦根市西今町 - - 整備時期検討 2.2 

平田川 
彦根市平田町から彦根市東沼浜町 

調査検討 3.6 
整備実施 2.0 

彦根市小東沼浜町泉町から彦根市大堀町 整備時期検討 1.1 

＊気候変動（２℃上昇時）を考慮した整備を実施。 
出典：湖東土木事務所 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

（２）湖辺の保全に係る整備時期検討区域 

「琵琶湖の整備と保全に関する事項(2.2.4)」に従い、琵琶湖の自然的環境・景観保全上、改善を必要と

する区間や侵食の著しい区間について、湖辺の保全対策の実施時期を検討します。 

湖辺の保全に係る整備時期検討区域 

地区名 区域 延長（㎞） 

彦根松原地区 彦根市松原町 0.5 

大藪浜地区 彦根市大藪町 2.6 

 
なお、上記地区以外の湖岸において、砂浜の急速な後退が見られる場合は、保全対策を実施します。 

３. 河川整備の実施に関する事項 
３.１ 河川工事の目的、種類及び施工場所 

河川整備は、「洪水による災害の発生の防止または軽減に関する事項(2.2.1)」に従いつつ、「河川

の適正な利用および流水の正常な機能の維持、河川環境の整備と保全に関する事項(2.2.2)」および河

川環境の整備と保全に関する事項(2.2.3)をふまえて実施します。 

河川の工事に際しては、利水状況などに配慮しつつ、河道状況や流域の特性に応じて、自然の営力に

より、それぞれの川が本来有するべき河原、瀬・淵、多様な水際などの川相が形成・維持される河道の

創出や、上下流における連続性の確保ができるように努めます。なお、掘削に伴う発生土や伐採した

樹木などは、再利用に努めるなど適切に処理します。 

利水に関しては、用水利用の実態を把握し、河川改修による影響が発生する場合には利用者と協議

しながら対応します。 

環境に関しては、各河川の特性を生かした川づくりを行います。 

湖辺においては、琵琶湖・湖辺に関する目標に従い、養浜等により砂浜の保全・復元を行います。 

さらに、以下のような配慮を行うことにより、良好な自然環境及び自然景観の保全や親水利用の向

上を図ります。 

■自然素材（石や木材など）の使用 
■魚道の設置などによる縦断連続性の確保 
■掘削法面の緑化 
■親水施設の設置 

なお、河川工事の実施においては以下のような配慮を行い、自然環境への影響を極力低減するよう

努めます。 

■施工時における濁水発生防止 
■魚類の産卵時期を避けた工事の実施 
■必要最小限の樹木の伐採 

各河川の施工場所における河川工事の具体的な内容、平面図、横断図については、以下のとおりです。 

 



 

- 50 - 

 

 

 

河川整備計画（本文） 出典・根拠 

３.１.１ 犬上
いぬかみ

川 

犬上川では、川幅が狭く流下能力が小さい区間を解消するため、引き堤と掘削による河道拡幅を行い

ます。 

また、背後地の家屋立地状況や堤防高を考慮した危険度評価を参考に危険な箇所から堤防の安全性の

点検・評価を行い、その結果を踏まえ堤防強化などの対策を実施します。さらに、沿川のまちづくりと

の連携による流出抑制（地下水涵養につながる透水性舗装など浸透域の確保を含む）により流域全体の

治水安全度を高められるよう努めます。 

なお、施工区間には、貴重種であるハリヨやビワマスが河道内で確認され、河口部には特定植物群落

のタブ林が生育しているため、これらの自然環境を保全することが望まれています。河川整備では、河

道掘削や治水上支障となる樹木の伐採を行うこととなりますが、豊かな自然環境に配慮し、河畔林の伐

採は最小限にとどめます。河口部のタブ林では、河道法線の見直しにより洪水の流下に支障とならない

範囲で、現況のまま保全します。ハリヨの生息場所では、湧水を枯渇させないために現在の水際状態の

保全に努めます。 

 

犬上川は、河畔林があり貴重種も生息する豊かな自然環境を有することから、住民参加による川づく

り会議では、「人と自然、生かし生かされる犬上川を次の世代へ」を川づくりのキャッチフレーズに定

めています。 

このため、川という自然をできる限り保全した状態で、子どもたちの環境学習や沿川住民が自然と触

れることができる場として、利用することを考え、魚類などの生息・生育の場となっている瀬や淵など

の現況の低水路形状をできる限り保全し、水辺に降りていくための施設等の整備は最小限にとどめるこ

とを基本とます。 

開出今橋から下流区間については、総合福祉ゾーンを構成する老人福祉センター、社会保険センタ

ー、特別養護老人ホーム等の施設や彦根市立病院が立地しています。さらに滋賀県立大学やひこね市文

化プラザなどの文化学術機関や庄堺(しょうざかい)公園も立地していることから、周辺土地利用と調

整を図り、地域住民等の意見を踏まえた上で自然とのふれあいのできる水と緑のオープンスペース、市

民の憩いの場としての整備を目指します。 

 

 

 

注：掘削・築堤の形状は状況により変更することがあります。 

 

【改修後】 

 みお筋などの様々な 

河川形状の創出 

1:4.0

【改修前】 

 

掘削 築堤 掘削 

約 130m 

 

1.5km 

犬
いぬ

上
かみ

川平面図 

     ：横断図の位置 

庄堺橋上流（河口から約 1.5km） 

 

河川環境に配慮 

した掘削 
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犬上川橋 開出今橋 南青柳橋 今橋
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現況堤防高(左岸) 現況堤防高(右岸)

整備実施区間L=2.3km実施済み区間L=0.3km

犬上川縦断図 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

３.１.２ 芹
せり

 川 

芹川では、これまで、当面の整備目標である戦後最大洪水（概ね 1/30）が安全に流下するように、下

流部において河道内の堆積土砂の除去を進めてきました。 

「県管理河川における気候変動を踏まえた治水計画のあり方」に基づき、気候変動後（2℃上昇時）の

状況においても戦後最大洪水を安全に流下させることができるように、新たに下流部において河道掘削

を行うとともに、護岸等の整備を実施します。本川は多様な動植物が生息・生育する水辺環境となって

おり、これらの自然環境を保全することが望まれていることから、河道改修については水際の動植物生

息域に配慮した計画とします。 

また、芹川は天井川であることから、背後地の家屋立地状況や堤防高を考慮した危険度評価を参考に

危険な箇所から堤防の安全性の点検・評価を行い、その結果を踏まえて堤防強化などの対策を実施しま

す。 

なお、100 年に 1 回程度の降雨により予想される洪水を安全に流下させるという将来目標の達成のた

めには、河川改修に加え放水路や遊水地などの洪水調節施設が必要となります。 

しかし、洪水調節施設等は完成するまでに長い時間と多額の費用を要します。厳しい財政状況を踏ま

えて、県内の他の河川との治水安全度のバランスに配慮しつつ、効果的・効率的な河川整備を進める必

要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

注：掘削の形状は状況により変更することがあります。 

 

 

 

 

芹
せり

川平面図 

    ：横断図の位置 

1.5km 

河口から約 1.5km 付近 

 
【改修前】 

 

【改修後】 
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芹川計画縦断面 

1/350 1/240 1/178 1/150 1/110 
1/80 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

３.１.３ 矢倉
やぐら

川 

矢倉川では、河床が高いうえ、川幅が狭く流下能力が小さい区間があるため、引き堤と掘削による河

道拡幅を行います。 

この際には、背後地の農地や山林、竹林と一体となった自然環境にめぐまれ、ゲンジボタルやカワム

ツ、フナなどの多くの生物の生息・生育空間となっていることを留意し、魚道の設置、掘削による河床

（川底）土の河床表土としての再利用を行うなど、元の河床環境に近づけます。また、治水上支障とな

る樹木や竹林の伐採を行うこととなりますが、豊かな自然環境に配慮し、河畔林の伐採は最小限となる

よう努めます。 

矢倉川は、豊かな自然環境に恵まれていることから、子どもたちの環境学習や沿川住民が自然と触れ

ることができる場とすることが望まれています。このため、水辺に降りていくための階段護岸等の整備

を行います。 

 
 
 

 

鳥居本町地先(河口から約 4.0km) 

【改修前】 

 

注：掘削・築堤の形状は状況により変更することがあります。 

 

【改修後】 

 

1:0.5

掘削 築堤 

約 15m 

 
みお筋など、様々な 

河床形状の創出 

河川環境に配慮した 

護岸工法の採用 

矢倉
や ぐ ら

川平面図 

    ：横断図の位置 

4.0km 
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矢倉川計画縦断面 

1/350 1/100 
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河川整備計画（本文） 出典・根拠 

３.１.４ 不飲
のまず

川 

不飲川では、中下流域で小河川故に多数の橋梁・取水堰などの占用工作物が存在し、その改築には多

大な費用と時間を要することから、愛荘町川原地先から中宿地先までの約 2.2km 区間の河道掘削による

放水路整備を行うことにより流域面積 2km2分を愛知川に放水します。 

 

放水路の整備にあたっては、川は身近な自然を感じる場であり、学習の場でもあることから、豊かな

自然環境に配慮し樹木などの伐採は最小限になるよう努めるとともに、安全性を考慮しながら川に降

りていくための階段護岸等を整備します。 

 

 

愛荘町長野南付近(愛知川合流点から約 1.9km) 

【改修後】 

みお筋など、様々な 

河川形状の創出 

注：掘削・築堤の形状は状況により変更することがあります。 

1
:
0
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【改修前】 

築堤 掘削 築堤 

約 10m 

河川環境に配慮した 

護岸工法の採用 

整備実施区間 

L=2.2km 

1.9km 

     ：横断図の位置 

琵琶湖 不飲
の ま ず

川平面図 


